
（敬称略）

回 年度 特別賞 技術研究部門 普及部門 経営部門 青年・女性部門

1 Ｓ51 安城市   小  西　信　次 春日井市 長谷川　千  秋 高浜市   都  築  東  郷

2 52 豊川市   山　田　卓　郎 吉良町   鈴  木　正  治 岡崎市   片  岡　沢  治

3 53 岡崎市  田母神　利  衛 名古屋市 村  井  哲  夫 安城市   神　谷　正  男 一宮市   篠　田　   茂

4 54 豊橋市  青  木  宅  治 岡崎市   吉  村  省  吾 東栄町   中  村  重  保 豊橋市   高　橋　　　正

5 55 豊橋市   東      重次郎 豊橋市   東  重次郎 祖父江町 柴  田  建　一

6 56 名古屋市 野  村  晃  義 名古屋市 服  部　 元 一宮町   谷下沢  数  雄

7 57 新城市   鈴  木  秋  穂 蒲郡市   竹  内  六  郎

8 58 名古屋市 高 松  正子男 清州町　 伊  東  鉦  三 一色町   加  藤  和 夫 東海市   柴　田　　　康

9 59 一宮町   小  林　  進
豊橋市   石  田　康  雄
高浜市   都  築  秀  二

10 60 名古屋市 田 先  威和夫 名古屋市 加  藤　巷  二 佐織町   八  木  啓  五 豊橋市　白　井　　　清

11 61 豊橋市   朝　倉　秋　男 名古屋市 井  川　萬  造 一宮市　岩  田　廣  一

12 62 豊橋市   浅  山　　　清 豊橋市　朝　倉　　　孝

13 63 岡崎市   松  本　順  一 一宮町　林　 　利   一

14 Ｈ1 岡崎市   畔  柳　英  世 南知多町 榎  本  錦  吾 常滑市　 冨  田  藤  夫

15 2 岡崎市   井  口　　　淳 豊橋市　冨  田  義  弘

16 3 刈谷市   真  野　余三男 西尾市   内  田  光  春 常滑市　芳　山　　　功

17 4 武豊町   山  下　近  男 豊田市　加　藤　　　弘 豊橋市   河  合  紀  彰

18 5 一色町   池  田 龍  一 岡崎市   柳  井　作  治
常滑市   市  田  弘  治
名古屋市 江  嵜　恭  允

19 6 名古屋市 奥  村 純　市 豊田市　 寺  田  三  男

20 7 音羽町　 内  藤  延  幸 豊田市 　近  藤　　勇

21 8 刈谷市   広  瀬　一  雄

22 9 一宮町   藤  井  勝  二

23 10 小原村   川　口　　　浩

24 11 田原町   柴  田　正  裕

25 12 豊明市   野  村　明  夫

26 13 岡崎市   宮  本  一　彦 岩倉市   関  戸　恒  久

27 14 岡崎市   合  田　光  昭 岡崎市   河　合　政　義

28 15 名古屋市 浅　井　　　章

29 16 常滑市   皆  川　宗  夫

30 17 一宮町   嶋  田　充  宏

31 18 阿久比町 新  海　久  夫

32 19 名古屋市 杉　本　　　勇

33 20 春日井市 稲　垣　利　幸

34 21 美浜町   齋　藤　利　明

35 22 一宮市   湯　浅　和　征

36 23 安城市   天　野　國　重

37 24 豊橋市   白  井  文  治 阿久比町 杉　浦　幹　夫

38 25 豊橋市   杉　浦　巧　倫

39 26 豊橋市   舩　橋　史　憲

40 27 東栄町　花　田　和　之

41 28
豊橋市   冨　田　眞　之
岡崎市   成　瀬　徹　馬

42 29 岡崎市　鋤　柄　惠　子
大府市　花　井　千　治
田原市　大　谷　　　博

武豊町　中　野　滝　宗

43 30
常滑市　平　野　耕　二
豊橋市　幡　野　正　二

44 Ｒ1 豊橋市　内　田　清　政 新城市　 市　川　裕　也

45 2 常滑市　 市　田　眞　澄 豊橋市　 髙　井　正　和

46 3
知 多 養 鶏 二 十 日 会
（美浜市　齋　藤　大  士）

47 4 阿久比町 杉　浦　康　治

48 5 豊橋市　　牧　 野　 信　 一 半田市　 内　藤　克　彦

49 6 岡崎市　 宮　本　大　介

50 7 豊橋市　　多　田　　　　実 田原市　 永　井　 隆　寛

※

高橋養鶏賞　歴代受賞者名簿　　　　　　　

第28回までは「高橋養鶏賞財団」が褒賞していましたが、平成15年4月の畜産団体の統合に伴い、第29回以降は愛知県畜産協会が褒賞。

青年・女性部門は、平成25年1月25日付け高橋養鶏賞顕彰事業の実施要領一部改正により新設。


